
東　　　 大　　　 阪（１） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行令和６年６月１日（土）

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

7087

購読ご希望の方はお気軽にお電話下さい

　
「
工
芸
品
と
し
て
飾
っ

て
お
く
以
上
に
、
普
段
の

生
活
の
な
か
で
い
か
に
使

い
こ
な
す
か
」
を
テ
ー
マ

に
日
々
轆ろ

く
ろ轤
と
向
き
合
い

続
け
て
き
た
。
そ
ん
な
こ

だ
わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
木

村
さ
ん
の
料
理
皿
は
酒
肴

の
味
を
引
き
立
た
せ
、
花

活
け
は
野
の
花
と
引
き
立

て
合
う
。

　

７
年
前
ま
で
高
校
の
社

会
科
教
師
と
し
て
教
鞭
を

執
っ
て
き
た
木
村
さ
ん
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪
れ
た
教

え
子
に
よ
る
と
、
教
科
書

に
な
い
世
界
史
の「
余
談
」

も
ま
た
好
評
だ
っ
た
と
い

う
。
名
も
な
き
古
代
の
匠

が
紡
い
で
き
た
業
と
対
話

し
、
再
現
に
取
り
組
む
木

村
さ
ん
。

　

令
和
の
匠
に
よ
っ
て
陶

芸
史
の
新
た
な
１
頁
が
綴

ら
れ
て
い
く
。（池

内
文
藏
）

第45回 東大阪市民東大阪市民ふれあい祭りふれあい祭り開催開催

陶と

う

胎た

い

漆し

つ

を
再
現

同
塵
窯

木
村
直
規
さ
　
　
ん

熱気を帯びる会場（左から５人目、芦田衞理事長）

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

6日  ゲスト ： 新福泰雅さん
「クラウドファンディングで自分史出版に挑戦」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

13日  ゲスト ： 髙田和弘さん、三谷宗子さん
　　　　　　「畑違いの保育事業」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

20日  映画案内「関心領域」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

27日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

6月

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

2024・6・1

　

今
年
は
世
界
的
に
選
挙
の
年
だ
。

　

大
き
な
意
義
を
持
つ
２
つ
選
挙
に
注
目

し
た
い
。
１
つ
は
最
大
の
民
主
主
義
国
家

イ
ン
ド
の
総
選
挙
で
あ
る
。
人
口
約
14
億

人
の
う
ち
約
10
億
人
の
有
権
者
が
全
国
１

０
０
万
カ
所
で
投
票
、
６
月
４
日
に
一
斉

開
票
だ
。

　

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
高
い
経
済
成
長
率
を

け
ん
引
し
て
い
る
モ
デ
ィ
首
相
（
72
）
は
３
期
目
。

多
極
化
す
る
世
界
に
お
い

て
難
し
い
問
題
解
決
を
迫

ら
れ
、
確
固
た
る
存
在
感
と
正
義
が
求
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
西
側
諸
国
で「
日
米
豪
印
戦
略
対
話（
ク

ア
ッ
ド
）」
と
い
う
４
カ
国
の
安
全
保
障
協
力
を

強
化
し
た
こ
と
は
日
本
に
と
っ
て
も
心
強
い
と
い

え
る
。

　

イ
ン
ド
の
経
済
環
境
は
人
口
増
も
あ
っ
て
成
長

が
著
し
い
。
国
際
通
貨
基
金（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
２
０

２
７
年
に
は
ド
イ
ツ
と
日
本
を
抜
い
て
世
界
３
位

と
い
う
。
世
界
最
大
の
民
主
主
義
国
家
の
イ
ン
ド

抜
き
で
は
も
は
や
地
球
的
課
題
を
語
る
こ
と
は
で

き
な
い
。「
偉
大
な
」
新
興
国
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

新
し
い
秩
序
を
切
り
拓
い
て
い
く
だ
ろ
う
と
信
じ

る
。

　

も
う
１
つ
は
秋
の
米
大
統
領
選
挙
で
あ
る
。
既

に
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の

「
Ｂ
Ｔ
牧
場
の
決
闘
」
の
前
哨
戦
は
始
ま
っ
た
。

テ
レ
ビ
討
論
会
の
１
回
目
は
６
月
27
日
（
Ｃ
Ｎ

Ｎ
）、
２
回
目
は
９
月
10
日
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
だ
。

　

日
本
で
は
「
も
し
ト
ラ
」
か
ら
「
も
う
ト
ラ
」

に
や
や
傾
い
た
か
。
両
氏

の
支
持
率
が
拮
抗
す
る

な
か
、
麻
生
太
郎
自
民
党
副
総
裁
は
い
ち
早
く
渡

米
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
面
談
し
、「
シ
ン
ゾ
ウ
の
友
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
実
業
界
出
身
の
２
人
は
感
性

的
に
波
長
が
合
う
だ
ろ
う
。混
沌
と
す
る
世
の
中
、

理
屈
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
ら
ち
が
明
か
な
い
。

な
ら
ば
、現
実
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
で
「
デ
ー
ル
」

（
取
引
）
と
「
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（
交
渉
）
だ
。

　

も
し
ト
ラ
で
あ
れ
ば
、「
ハ
ゲ
タ
カ
フ
ァ
ン
ド
」

出
身
者
を
政
府
特
任
交
渉
人
と
し
て
商
売
上
手
な

印
僑
も
含
め
採
用
し
て
お
き
た
い
。

晴耕雨読

世
界
最
大
の
２
つ
の
選
挙

広
域

一
般
社
団
法
人
国
際
Ｅ
Ｓ
経
営
理
念
協
会

〝
市
民
に
よ
る
手
作
り
〞
が
全
面
に

第２回経営者座談会

物流の問題点と未来像

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：http://w
w
w
.yaokyo.net/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―
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◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年 電
気
保
安

法　
　

人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
保
守
点
検
料
を

見
直
し
ま
せ
ん
か
!!

全
国
初
！ 

協
同
組
合
方
式
の
電
気
保
安
事
業

大
阪
府
内
を
中
心
に
近
畿
圏
内
で
１
，０
０
０
余
件
の
実
績

お
問
合
せ 

☎
０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５（
大
澤
）

ま
た
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５
迄

保
安
管
理

の
業
務
内
容

①
月
次
点
検　

②
年
次
点
検
・
精
密
点
検

③
臨
時
点
検　

④
事
故
応
動　

⑤
官
庁
手
続

⑥　
　
　
　
　
　
　
「
新
電
力
」
の
ご
提
案

コ
ス
ト
を
か
け
ず

電
気
料
金
を
下
げ
る

丸山健ニ塾 2024 年塾生募集中

　受講期間は受講を開始してから 1 年間になります。前半 5 カ月間は、毎月 2 回、当塾が
目指す真文学の書き方、訓練方法をもとに、文章をお書きいただきます。その文章を事務
局にご提出いただきまして、それを塾長がオンラインにてその場で個別に添削します。何
がいいのか、何が悪いのか、一つひとつ、塾長が丁寧に指導していきます。1 回の受講時
間は 45 分になります。後半 7 カ月間は、毎月 1 回課題文をメール添付にて提出していた
だき、前半と同じように塾長がオンラインにて添削して指導していきます。

塾　　長：丸山健二
受講期間：受講開始月から 1年間（いつからでも始めることができます）
受 講 費：月額 33,000 円（税込み）。毎月月末お支払いの 12 回払い。初回
は初回講義開始日まで指定の銀行口座へお振込みをお願い致します。一括で
お支払いの場合は、税込み 316,800 円（月払いの 20％オフ）になります。
詳細は「いぬわし書房」ホームページにてこ確認ください。

丸山健ニプロフィール
1943 年、長野県飯山市に生れる。国立仙台電波高等学校
（現在の国立仙台電波工業高等専門学校の前身）卒業後、
東京の商社に勤務。1966 年『夏の流れ』で第 23 回文學
界新人賞を受賞。同年、同作で芥川賞を受賞し作家活動
に入る。68 年に郷里の長野県に移住後、文壇とは一線を
画した独自の創作活動を続ける。

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―
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千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
木
・
金　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
水
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

　

出
店
者
に
つ
い
て
は
、

東
大
阪
市
役
所
関
係
か

ら
、
市
内
の
事
業
者
や
中

高
大
学
、
福
祉
団
体
や
青

年
会
議
所
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
と
、
ま
さ
に
〝
市

民
に
よ
る
手
作
り
〞
が
全

面
に
押
し
出
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
な
か
の
幾
つ
か
を

紹
介
し
た
い
。
一
般
社
団

法
人
東
大
阪
青
年
会
議

所
（
青
山
佳
樹
代
表
理

事
）
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
お

か
わ
か
め
パ
ン
」
の
試
食

販
売
が
さ
れ
て
い
た
の
だ

が
、「
お
か
わ
か
め
」
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
記
者

は
初
耳
だ
っ

た
が
、
言
わ

ば
「
陸
で
採

れ
る
ワ
カ

メ
」
だ
そ
う

だ
。
情
報
サ

イ
ト
「
ど
ー

な
っ
て
る
？

東
大
阪
」
に

よ
れ
ば
、
お

か
わ
か
め

は
、
南
ア
メ

リ
カ
の
熱
帯

が
原
産
地
。

ツ
ル
ム
ラ
サ

キ
と
同
じ
仲

間
で
、
正
式

名
は
「
ア
カ

ザ
カ
ズ
ラ
」。

南
ア
メ
リ
カ

か
ら
薬
膳
の

里
・
中
国
雲

南
省
に
渡

り
、
こ
こ
で

効
能
が
認
め

ら
れ
「
百
薬
」
が
付
く
。

「
雲
南
百
薬
」
の
名
の
由

来
、
と
の
こ
と
だ
。
ま
ず

は
沖
縄
に
伝
わ
っ
た
そ
う

だ
が
、
東
大
阪
で
は
「
新

特
産
品
」
と
し
て
お
か
わ

か
め
を
売
り
出
し
て
い
る

よ
う
で
、
東
大
阪
青
年
会

議
所
で
お
か
わ
か
め
を

使
っ
た
パ
ン
に
カ
レ
ー
を

デ
ィ
ッ
プ
し
て
食
べ
る
、

と
い
う
企
画
を
打
ち
出
し

た
。

　

記
者
も
賞
味
し
た
の
だ

が
、
ま
ず
は
パ
ン
の
ま
ま

食
べ
て
み
る
と
、
し
っ
と

り
し
た
生
地
と
お
か
わ
か

め
の
風
味
が
口
の
中
で
広

が
る
気
が
し
た
。
と
て
も

美
味
し
い
。
次
に
カ
レ
ー

に
浸
し
て
食
べ
る
と
、
こ

れ
も
相
性
抜
群
、
何
個
も

食
べ
た
く
な
る
気
分
に

な
っ
た
。
お
か
わ
か
め
に

つ
い
て
は
各
検
索
サ
イ
ト

で
「
お
か
わ
か
め
／
東
大

阪
」
で
調
べ
る
と
情
報
入

手
が
可
能
だ
。

　

次
は
会
場
を
花
園
中
央

公
園
に
移
し
、
２
店
を
紹

介
し
た
い
。
１
店
目
は
、

「
ス
ズ
キ
／
セ
ニ
ア
カ
ー

試
乗
体
験
」。
足
の
不
自

由
な
高
齢
者
向
き
の
、
大

手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
ス
ズ
キ
が
日
本
生
産
し

て
い
る
「
ハ
ン
ド
ル
型
電

動
車
イ
ス
」
だ
。
セ
ニ
ア

カ
ー
は
道
路
交
通
法
上
で

は
歩
行
者
と
し
て
扱
わ

れ
、
歩
行
者
の
ル
ー
ル
に

従
っ
て
運
行
す
る
必
要
が

あ
り
、
運
転
免
許
が
不
要

だ
。
記
者
も
試
乗
し
て
み

た
が
、
平
易
な
操
作
で
始

動
、停
止
が
で
き
る
の
で
、

足
が
不
自
由
で
も
外
出
し

た
い
身
体
障
害
者
や
高
齢

者
、
免
許
証
を
返
納
し
た

方
に
も
需
要
が
あ
る
と
感

じ
る
。
こ
の
超
高
齢
化
社

会
に
必
要
と
さ
れ
る
乗
り

物
だ
。

　

一
方
で
、人
び
と
は「
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」

を
必
要
と
す
る
。
そ
ん
な

　

一
般
社
団
法
人
国
際
Ｅ

Ｓ
経
営
理
念
協
会
（
芦
田

衞
理
事
長
）
に
よ
る
第
２

回
経
営
者
座
談
会
が
５
月

14
日
に
総
合
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
第
４
研
修
室
（
大

阪
市
北
区
梅
田
１
）
で
開

か
れ
、
10
人
の
物
流
に
関

わ
る
経
営
者
が
参
加
し

た
。
物
流
の
問
題
点
と
未

来
像
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　

プ
ラ
ス
思
考
の
発
言
が

飛
び
交
っ
た
。
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
を
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
新
し
い
仕
事

へ
の
ス
テ
ッ
プ
だ
と
す
る

発
言
で
会
場
は
熱
気
を
帯

び
た
。
話
題
は
国
内
物
流

か
ら
海
外
物
流
へ
と
発
展

し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２

時
間
だ
っ
た
。

　
〝
漆
器
〞
で
連
想
す
る

輪
島
塗
を
は
じ
め
と
し
た

伝
統
工
芸
品
「
木
胎
漆
」

に
対
し
て
「
陶と

う

胎た
い

漆し
つ
」
と

は
、
５
世
紀
に
朝
鮮
半
島

か
ら
須
恵
器
が
伝
わ
る
以

前
の
土
器
に
用
い
ら
れ
て

い
た
加
工
で
、
平
安
時
代

に
か
け
て
衰
退
し
、
江
戸

時
代
に
は
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。

　

窯
焼
き
以
前
７
０
０
〜

８
０
０
℃
で
焼
か
れ
て
い

た
土
器
の
撥
水
・
防
腐
剤

に
用
い
ら
れ
て
い
た「
漆
」

は
１
２
０
０
℃
以
上
の
高

温
で
焼
成
可
能
な
築
窯
技

術
の
進
化
に
と
も
な
い
、

器
の
装
飾
へ
と
役
目
を
変

え
た
。

　

学
生
時
代
、
ア
ル
バ
イ

ト
で
購
入
し
た
陶
器
に
魅

せ
ら
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
古
今
東
西
の
品
々
を
蒐

集
し
、
同
時
に
独
学
で
創

作
に
取
り
組
ん
で
き
た
木

村
さ
ん
。

　

大
型
連
休
が
明
け
た
５
月
９
日
、
大
阪
市
都
島

区
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
京
橋
画
廊
」
で
、
来
場
者
を

晴
れ
や
か
に
迎
え
る
の
は
、
東
大
阪
市
内
で
同
塵

窯
を
構
え
る
陶
芸
家
・
木
村
直
規
さ
ん
（
75
）。

長
年
、
地
元
を
は
じ
め
大
阪
府
下
で
採
れ
た
粘
土

を
用
い
、「
窯
」
と
い
う
も
の
が
日
本
に
伝
わ
る

以
前
の
焼
成
法
で
弥
生
式
土
器
の
復
元
に
取
り
組

ん
で
き
た
木
村
さ
ん
が
こ
の
日
会
場
に
展
開
し
た

の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
前
か
ら
再
現
を
目
指
し

て
来
た
、
古
代
の
匠
の
業わ

ざ
で
あ
っ
た
。

野の花と引き立て合う花活け

陶胎漆を語る木村直規さん

家族連れでにぎわう「ふれあい通り会場」

ブ
ー
ス
を
覗
い
た
。

　

な
ん
と
プ
ロ
レ
ス
だ
。

東
大
阪
Ｔ
Ｒ
Ｙ
プ
ロ
レ
ス

と
銘
打
ち
、
プ
ロ
レ
ス
リ

ン
グ
紫し

焔え
ん
と
い
う
プ
ロ

レ
ス
企
画
会
社
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
企
画
だ
。

開
演
後
に
現
場
へ
行
く

と
、
既
に
多
く
の
人
だ
か

り
が
リ
ン
グ
を
囲
み
、
レ

ス
ラ
ー
た
ち
が
雄
叫
び
を

あ
げ
な
が
ら
闘
っ
て
い

た
。
し
か
も
生
駒
山
を
背

後
に
見
な
が
ら
の
プ
ロ
レ

ス
観
戦
は
非
日
常
さ
が
満

載
で
、
乙お

つ
な
経
験
で
感
動

し
た
。
そ
も
そ
も
多
く
の

市
民
に
と
っ
て
プ
ロ
レ
ス

を
生
で
観
る
こ
と
は
滅
多

に
な
く
、
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、
大
人
も
大
い

に
楽
し
ん
で
い
た
。
記
者

も
大
い
に
楽
し
ん
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

５
類
に
変
更
し
て
か
ら
丸

１
年
、
市
民
祭
り
に
は
昨

年
よ
り
も
人
出
が
多
く
感

じ
ら
れ
、
街
に
、
市
民
に

活
気
が
戻
っ
て
き
た
。
中

核
都
市
と
し
て
町
ぐ
る
み

で
開
催
さ
れ
る
こ
の
祭
り

は
、
全
国
に
発
信
で
き
る

魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
る
が
、
も
っ
と
も
っ

と
変
え
て
い
く
必
要
も
あ

る
だ
ろ
う
。

　

来
年
の
46
回
目
開
催
を

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

る
。

（
根
岸
健
太
郎
）

　

５
月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
45
回
目
を
数
え
る
「
東
大

阪
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
天
候
は
12
日
の
午

後
に
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
が
、
祭
り
に
影
響
を
与
え
る
程
度
で
は

な
く
、
市
内
外
か
ら
来
場
者
40
万
以
上
と
言
わ
れ
る
全
国
最
大

規
模
の
市
民
祭
り
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

会
場
は
近
鉄
布
施
駅
か
ら
八
戸
ノ
里
駅
に
か
け
て
大
規
模
な

歩
行
者
天
国
に
な
る
「
ふ
れ
あ
い
通
り
会
場
」
と
、
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
を
擁
す
る
「
花
園
中
央
公
園
会
場
」。

　

ふ
れ
あ
い
通
り
会
場
の
歩
行
者
天
国
は
壮
観
で
、
通
常
は
車

が
行
き
交
う
線
路
沿
い
の
公
道
約
２
・
５
キ
ロ
が
通
行
止
め
に

な
り
、
多
種
多
様
な
出
店
者
が
軒
を
連
ね
る
光
景
は
、
東
南
ア

ジ
ア
で
見
か
け
る
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
重
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
特
別
に
し
な
い
で
日
常
的
に
楽
し
め
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
と
感
じ
る
。

河内・八尾の歴史
と今

こ ん

東
と う

光
こ う

― 古墳・飛鳥時代～室町時代 ― 〒581-0003  八尾市本町2丁目2番8号 （八尾図書館3階）
TEL 072-943-3810

◎期間 ： 3月16日（土）～ 9月8日（日）
◎開館時間 ： 10：00～ 17：00
◎休館日 ： 月曜日（祝日の場合は開館）

今東光  資料館 入館無料



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和６年６月１日（土）

蓮如上人の遺骨を鎮座する
近松真定住職

本堂に散華する 「華葩」

慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
始
め
る

八尾の歌姫 NARUMI さ　　ん

付録の写真
八尾市の高安山から見た大阪平野
（2007年冬に森林整備の活動時に新
福泰雅さんが撮影）

市民活動を 「本」 という
形で残そうとしている新
福泰雅さん

支援申込
QRコード

久
宝
寺
御
坊
顕
正
寺

令
和
６
年

河
内
蓮
如
忌
法
要
営
ま
れ
る

八
尾
市
市
民
活
動
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー「
つ
ど
い
」の
業
務
責
任
者

新
福
泰
雅
さ　
　

ん

イ ベ ン ト 情 報

ウクライナ語はじめ15言語に訳された「君死にたまふ
ことなかれ」 を世界へ発信
日　時　5月18日～ 6月16日
会　場　さかい利晶の杜 （堺市堺区宿院町西2-1-1
　　　　　　　　　　　　TEL 072-260-4386）
観覧料　大人300円、高校生200円、堺市内在住65歳
以上・中学生以下無料
主　催　堺市
協　力　与謝野晶子倶楽部

堺から世界に響け 「君死にたまふことなかれ」堺から世界に響け 「君死にたまふことなかれ」

講師　田辺寛（中華メタル研究家）
「デスメタルチャイナ　中国メタル大全」（パブリブ）
の著書が、中国における過激音楽についてたっぷり語
る特別講演会
日　時　6月 15 日（土）15:00 ～ 17:00
会　場　みせるばやお（近鉄八尾駅前、リノアス 8階）
　　　　八尾市光町 2-60
参加費　無料
※当日、書籍販売をします。
※講演会終了後、近くの居酒屋で懇親会を開きます。
参加費 5,000 円。
主催・申込先　東大阪新聞社（TEL 072-926-5134）

日中交流特別講演会「中国の過激音楽はおもしろい」日中交流特別講演会「中国の過激音楽はおもしろい」

　
「
と
う
と
う
始
め
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
最
新
ニ
ュ

ー
ス
を
見
せ
な
が
ら
、ソ
ー
ニ
ャ
は
肩
を
落
と
す
。

あ
ま
り
に
も
小
さ
い
無
垢
な
肩
を
見
て
い
る
と
、

思
わ
ず
抱
き
し
め
た
く
な
る
。
そ
の
衝
動
を
懸
命

に
抑
え
な
が
ら
、
理
由
を
聞
く
。

　
「
戦
術
核
兵
器
の
発
射
準
備
や
使
用
の
実
践
習

熟
に
向
け
た
演
習
の
第
１
段
階
を
開
始
し
た
の
。

先
ほ
ど
ロ
シ
ア
国
防
相
が
発
表
し
た
わ
」

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
接
す
る
ロ
シ
ア
南
部
軍
管
区
で

実
施
さ
れ
た
。
戦
略
核
よ
り
も
小
さ
く
威
力
が
低

い
戦
術
核
。
局
所
的
な
戦
場
で
使
用
さ
れ
る
。

　

ク
リ
ミ
ア
半
島
南
端
セ
バ
ス
ト
ポ
リ
で
、
ロ
シ

ア
ミ
サ
イ
ル
艦
「
ツ
ィ
ク
ロ
ン
」
を
撃
破
し
た
。

そ
の
腹
い
せ
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
こ
れ
で
、
ク
リ
ミ
ア
を
拠
点
に
動
い
て
い
た
ロ

シ
ア
の
ミ
サ
イ
ル
艦
は
完
全
に
な
く
な
っ
た
わ
」

　

ソ
ー
ニ
ャ
は
ほ
の
か
に
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
供
与
さ

れ
た
長
射
程
ミ
サ
イ

ル「
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｍ
ｓ
」

が
使
わ
れ
た
お
か
げ

だ
。

　

ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
の
影
響
で
ア
メ
リ

カ
の
追
加
軍
事
支
援

が
止
ま
っ
て
い
た

が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
下

院
議
長
が
採
択
を
踏

み
切
っ
た
。
３
１
１

票
対
１
１
２
票
で
採

択
。
６
１
０
億
ド
ル
（
約
９
兆
４
、０
０
０
億
円
）

の
支
援
だ
。

　
「
も
う
少
し
早
く
届
け
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
こ

こ
に
至
る
ま
で
む
ご
い
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た

わ
」

　

ソ
ー
ニ
ャ
が
恨
み
言
の
一
つ
も
言
い
た
く
な
る

の
は
よ
く
分
か
る
。
ア
メ
リ
カ
議
会
が
承
認
し
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
金
は
２
０
２
２
年
12
月
以

来
と
い
う
。

　
「
そ
れ
を
言
っ
ち
ゃ
あ
お
し
ま
い
よ
」

　

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
に
出
て
く
る
主
人
公

の
セ
リ
フ
を
お
ど
け
て
披
露
し
、
ソ
ー
ニ
ャ
を
笑

わ
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
ソ
ー
ニ
ャ
は
日
本
映
画

に
も
通
じ
て
お
り
、渥
美
清
の
フ
ァ
ン
だ
と
い
う
。

　

そ
こ
ま
で
日
本
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
は

―
。
あ
ま
り
の
驚
き
と
喜
び
で
、
ソ
ー
ニ
ャ
を
ハ

グ
す
る
。
彼
女
の
柔
肌
に
癒
さ
れ
て
う
っ
と
り
す

る
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
245

戦術核兵器の発射準備

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

能
登
半
島
地
震

被
災
者
支
援

明
る
く
な
り
、
や
る
気

や
集
中
力
が
高
ま
り
、

ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の

ホ
ル
モ
ン
は
幸
せ
ホ
ル

モ
ン
の
う
ち
で
も
私
た

ち
が
穏
や
か
な
気
持
ち

で
生
活
す
る
た
め
に
最

も
基
礎
的
な
も
の
な
の

で
、
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求

５
段
階
説
の
主
張
と
同

様
に
、
私
た
ち
が
幸
せ

で
い
る
た
め
に
は
他
の

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
、
幸
せ
に
関
す

る
ホ
ル
モ
ン
（
幸
せ
ホ

ル
モ
ン
）
に
は
セ
ロ
ト

ニ
ン
、
エ
ン
ド
ル
フ
ィ

ン
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
、

ド
ー
パ
ミ
ン
が
あ
り
ま

す
（
４
大
幸
せ
ホ
ル
モ

ン
）。

　

こ
の
う
ち
今
回
は

「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
気
持

ち
を
穏
や
か
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
、安
定
さ
せ
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
す
る
な

ど
の
効
用
を
持
つ
心
身

の
健
康
に
関
連
す
る
ホ

ル
モ
ン
（
神
経
伝
達
物

質
）
で
す
。

　

こ
の
「
セ
ロ
ト
ニ
ン

の
効
果
」
と
し
て
は
、

例
え
ば
、
こ
れ
が
分
泌

さ
れ
る
と
イ
ラ
イ
ラ
が

軽
減
さ
れ
、
気
持
ち
が

穏
や
か
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
、
安
定
し
、
表
情
が

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
よ
り
優

先
し
て
分
泌
を
促
進
す

べ
き
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
セ

ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
を
促

進
す
る
方
法
」
と
し
て

は
、
例
え
ば
、
適
度
の

日
光
浴
を
す
る
こ
と
、

散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な

ど
の
リ
ズ
ム
運
動
す
る

こ
と
、
笑
う
こ
と
、
セ

ロ
ト
ニ
ン
の
原
料
と
な

る
（
必
須
ア
ミ
ノ
酸
で

あ
る
）
ト
リ
プ
ト
フ
ァ

ン
が
豊
富
に
含
ま
れ
る

肉
・
魚
・
乳
製
品
・
大

豆
・
バ
ナ
ナ
な
ど
を
摂

取
す
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
セ
ロ
ト

ニ
ン
は
主
に
腸
で
生
成

さ
れ
る
の
で
、
い
わ
ゆ

る
「
腸
活
」
が
有
効
で

す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

⑭

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
①
セ
ロ
ト
ニ
ン

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

4日  大阪北区倫理法人会相談役　松井直輝氏「最高のコミュニケーションは傾聴にあり」
11日  八尾市倫理法人会副専任幹事　上田浩氏「難しくないから難しい」

八尾市倫理法人会幹事　中村宏氏「ダメダメだった自分」
18日  倫理研究所研究員　内田靖士氏「ゼロに立つ」
25日  栗東市倫理法人会幹事　吉川真実氏「問いかけの習慣で人生は変わる」

大阪中央区倫理法人会実行委員　藤本竜太郎氏

7日  東大阪市倫理法人会幹事　加賀谷勉氏「繋ぐ！ ～心肺停止12分から生還して15年。自分が生かされている使命～」

20日  東大阪市倫理法人会会長　髙田和弘氏「人生新劇～喜働の探求～」
27日  東大阪市倫理法人会副事務長　大塚満氏「後継者倫理塾に入塾してからの気づきと変化」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23456月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09686月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46776月の予定

14日  東大阪市倫理法人会会員　稲葉圭太氏「倫理の実践で気づいたこと」
東大阪市倫理法人会実行委員　河内厚人氏「考え方の変化」

21日  倫理研究所名誉研究員　中西浩氏「３対１」
28日  三重県倫理法人会相談役　上田輝一氏「桃ちゃんが語る…倫理の凄さ、素晴らしさ！」

13日  道頓堀倫理法人会会長　森田和枝氏「希望は心の太陽」
6日  大阪鴻池倫理法人会副事務局長　佐藤鉄平氏「俺は鉄平の100日実践！  非倫理から倫理へ」

岩
崎
勇
・
四
海
雅
子

著
「
哲
学
」「
人
生
の

法
則
」（
ど
ち
ら
も
幻

冬
舎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
は

全
国
書
店
で
好
評
発

売
中
。

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

美川憲一 コンサート2024
歌手生活60周年記念

演歌からシャンソンまで華麗な歌声で魅了し、
辛口トークでお客様を爆笑の渦に包み込む歌手生活60周年記念コンサート

日　　程　6月20日（木） 15:00開演
会　　場　八尾市文化会館 プリズムホール 大ホール
入場料金　全席指定・税込：8,000円
　　　　　プリズムクラブ（友の会）7,500円
　　　　　※当公演は小学生未満のお子様の入場をお断りいたします。
発 売 日　3月  5日（火）10:00 ～　プリズムクラブ（友の会）先行発売
　　　　   3月14日（木）10:00 ～  一般前売発売 
○チケットぴあ　　 ［Pコード：259-591］
○ローソンチケット［L コード：92330］
○イープラス
○CN プレイガイド   TEL：0570-08-9999

公演のお問合せ  MIN-ON関西
 TEL : 06-4304-9516
       （平日 10:00 ～ 17:00）

　

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
は

愛
媛
県
松
山
市
出
身
。
高

校
卒
業
後
、
就
職
の
た
め

に
大
阪
へ
。
こ
こ
で
音
楽

と
出
合
い
、
自
分
の
道
を

見
つ
け
た
。

　

２
０
１
１
年
夏
、
ト
ー

タ
ス
松
本
コ
ー
ラ
ス
隊
と

し
て
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

演
。
２
０
１
３
年
５
月
、

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
に
転
向

し
、活
躍
の
場
を
広
げ
た
。

こ
れ
ま
で
に
３
枚
の
ア
ル

バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
し
て
い

る
。
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ウ
ル
・

ロ
ッ
ク
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

ジ
ャ
ン
ル
を
熱
く
歌
い
こ

な
す
ハ
ス
キ
ー
ボ
イ
ス
が

魅
力
的
だ
。
八
尾
だ
け
で

な
く
、
関
西
を
中
心
に
活

躍
し
て
い
る
。

　

７
月
15
日
に
は
Ｒ
ｏ
ｙ

ａ
ｌ
Ｈ
ｏ
ｒ
ｓ
ｅ
（
ロ

イ
ヤ
ル
・
ホ
ー
ス
）
＝
大

阪
市
北
区
兎
我
野
町
15
―

13
で
10
周
年
記
念
ス
ペ

シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
開
く
。

開
演
19
時
、
チ
ケ
ッ
ト
は

Ｓ
席
５
、
０
０
０
円
、
Ａ

席
４
、０
０
０
円
。

　

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
は

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
表
現

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

で
も
有
名
。
ボ
ー
カ
ル
教

室
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｖ

ｏ
ｃ
ａ
ｌ
Ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ
」

に
加
え
、
筆
文
字
「
成
る

美
文
字
」、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ク
セ
サ
リ
ー
「
Ｆ
Ｌ
Ｕ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
７
６
３
」な
ど
、

ま
さ
に
多
才
だ
。

　

慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
の

出
演
費
用
は
１
２
、
０

０
０
円
。
問
い
合
わ
せ

は
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
さ

ん
（officenarumi763@

gmail.com

）
へ
。

　

本
殿
で
営
ま
れ
た
法
要

で
は
、
幽
玄
な
奏
楽
の
な

か
、
一
昨
年
東
西
の
恩
讐

を
越
え
て
大
谷
派
の
慧
光

寺
（
大
阪
市
平
野
区
平
野

上
町
２
―
６
―
28
）
よ
り

分
骨
さ
れ
た
蓮
如
上
人
の

遺
骨
が
近
松
真
定
住
職
の

手
で
鎮
座
さ
れ
、
本
願
寺

中
興
の
祖
と
さ
れ
る
上
人

の
遺
徳
を
読
経
で
偲
ん

だ
。

　

真
宗
西
本
願
寺
別
格
寺

院
の
格
式
を
持
ち
、
河
内

十
二
坊
の
総
支
配
を
つ
と

め
る
顕
正
寺
で
は
、
５
０

０
年
前
の
む
か
し
か
ら
毎

月
11
日
と
27
日
に
お
逮
夜

法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
門

　

年
１
回
の
こ
の
日
の
法

要
で
は
僧
侶
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
色
と
り
ど
り
の
花

型
の
紙
片
「
華け

葩は

」
が
散

華
さ
れ
、
そ
の
数
は
８
万

４
千
に
及
ぶ
。

　

室
町
時
代
の
浄
土
真
宗

の
僧
・
蓮
如
（
１
４
１
５

〜
１
４
９
９
年
）
は
、
青

蓮
院
の
末
寺
に
過
ぎ
な

か
っ
た
本
願
寺
を
再
興
し

現
在
の
教
団
（
本
願
寺

派
・
大
谷
派
）
の
礎
を
築

い
た
。
顕
正
寺
は
15
世
紀

に
西
証
寺
と
し
て
蓮
如
が

建
立
し
た
寺
で
、
戦
国
の

世
「
一
向
門
徒
」
と
呼
ば

れ
た
信
徒
ら
は
こ
の
御
坊

を
中
心
に
二
重
の
濠
と
塀

を
め
ぐ
ら
せ
、
碁
盤
の
目

の
よ
う
な
寺
内
町
を
造
り

上
げ
た
。

　

室
町
期
の
町
割
り
を
現
代
に
伝
え
る
久
宝
寺
寺
内
町
。
久
宝
寺
御
坊
顕
正

寺
（
八
尾
市
久
宝
寺
４
―
４
―
３
）
で
、
５
月
11
日
、
開
祖
で
あ
る
本
願
寺

蓮
如
上
人
の
祥
月
命
日
「
令
和
６
年
河
内
蓮
如
忌
法
要
」
が
、
東
西
本
願
寺

派
の
僧
侶
や
信
徒
ら
多
く
が
集
ま
る
な
か
営
ま
れ
た
。テ

ィ
ッ
ド
や
お
）」、
第
３

章
「
大
阪
市
内
で
の
『
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
の
ご
み
分

別
と
３
Ｒ
』（
ご
み
ゼ
ロ

ネ
ッ
ト
大
阪
）」、第
４
章
・

第
５
章
「
父
と
の
つ
な
が

り
づ
く
り
」。
約
２
５
０

ペ
ー
ジ
に
な
る
。

　

目
標
金
額
は
18
万
円
。

支
援
募
集
は
６
月
24
日
午

後
11
時
ま
で
。

ン
ト
し
た
い
！
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ

Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
（
レ
デ
ィ
ー
・

フ
ォ
ー
）
を
使
い
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑

戦
し
て
い
る
。

　

自
分
史
作
り
の
新
し
い

方
法
だ
。

　

市
民
活
動
は
消
え
て
い

く
も
の
。
人
の
記
憶
に
残

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
地

域
社
会
で
の
記
録
や
地
域

資
源
と
し
て
は
残
ら
な

い
。
そ
こ
で
、「
や
お
聞

き
書
き
の
会
」
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
１
冊
の
本
に

す
る
こ
と
に
し
た
と
い

う
。

　

書
名
は
「
つ
な
が
る
こ

と
が
私
の
人
生
」。
第
１

章
「
幼
少
期
か
ら
大
学

生
ま
で
」、
第
２
章
「
八

尾
市
内
で
の
協
議
会
運
営

時
代
（
環
境
ア
ニ
メ
イ

　

八
尾
市
市
民
活
動
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

「
つ
ど
い
」
の
業
務
責
任

者
で
あ
る
新
福
泰
雅
さ
ん

（
43
）
が
、「
こ
れ
ま
で
の

半
生
を
本
に
し
て
プ
レ
ゼ

な
の
で
少
し
変
わ
っ
た

ル
ー
ト
で
四
国
へ
渡
る
こ

と
に
し
た
。

　

香
川
県
に
行
く
に
は

様
々
な
ル
ー
ト
が
あ
る
。

車
や
高
速
バ
ス
を

使
っ
て
淡
路
島
を

通
っ
て
徳
島
県
を
経

由
し
香
川
県
に
入
る

ル
ー
ト
。
新
幹
線
で

岡
山
ま
で
行
き
、
そ

の
後
在
来
線
で
四
国

に
渡
る
ル
ー
ト
。
だ

が
、
こ
れ
で
は
す
こ

し
あ
り
き
た
り
な

ル
ー
ト
に
思
え
、
な

に
か
他
の
方
法
が
な
い
か

と
探
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

お
も
し
ろ
い
ル
ー
ト
を
見

つ
け
た
。
船
で
四
国
へ
渡

る
ル
ー
ト
だ
。

　

関
西
か
ら
船
を
使
っ
て

香
川
県
へ
行
く
に
は
２
つ

の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
ひ
と

つ
は
、
南
海
フ
ェ
リ
ー
が

運
航
し
て
い
る
和
歌
山
港

か
ら
徳
島
港
へ
の
船
に
乗

り
、
そ
こ
か
ら
電
車
な
ど

に
乗
り
継
い
で
香
川
県
に

行
く
ル
ー
ト
。
も
う
ひ
と

つ
が
、
神
戸
高
松
間
を
運

行
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
ボ

フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
す
る

ル
ー
ト
。
今
回
記
者
は
後

者
を
選
ん
だ
。
さ
ら
に
、

ど
う
せ
行
く
な
ら
で
き
る

だ
け
安
く
行
っ
て
み
よ
う

と
考
え
た
。

大
阪
か
ら
神
戸
港
へ

　

大
阪
駅
を
12
時
ご
ろ
出

発
し
て
ま
ず
三
宮
へ
。
Ｊ

Ｒ
、
阪
神
、
阪
急
の
運
賃

を
比
べ
て
み
た
。
Ｊ
Ｒ
神

戸
線
大
阪
駅
か
ら
三
ノ
宮

駅
ま
で
は
４
２
０
円
。
新

快
速
を
使
え
ば
21
分
ほ
ど

で
着
く
。
阪
急
神
戸
本
線

を
使
う
と
、
大
阪
梅
田
駅

か
ら
神
戸
三
宮
駅
へ
は
３

３
０
円
。
特
急
で
27
分
か

か
る
。
阪
神
本
線
も
阪
急

と
同
料
金
の
３
３
０
円
。

31
分
を
要
し
阪
急
よ
り
も

少
し
時
間
が
か
か
る
。
今

回
で
き
る
限
り
移
動
の
時

間
を
楽
し
み
た
か
っ
た
の

で
阪
神
を
選
ん
だ
。

　

神
戸
三
宮
駅
か
ら
は
15

分
ほ
ど
歩
い
て
神
戸
三
宮

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
。
バ
ス
も
走
っ
て
い
る

の
だ
が
、
天
候
が
よ
か
っ

た
こ
と
と
、途
中
通
る
０
・

２
㎞
と
い
う
日
本
で
一
番

短
い
国
道
１
７
４
号
を
歩

い
て
み
た
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
は

神
戸
三
宮
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
か
ら
高
松
東
港
へ

日
に
４
便
運
航
し
て
い

る
。
今
回
は
13
時
30
分
発

小
型
フ
ェ
リ
ー
「
り
つ
り

ん
２
」
に
乗
っ
た
。
小
豆

島
を
経
由
す
る
便
だ
。

　

出
港
30
分
前
ま
で
に
は

乗
船
手
続
き
を
終
え
る
必

要
が
あ
り
、
予
定
通
り
13

時
に
は
神
戸
の
り
ば
に
着

い
た
。
事
前
に
ネ
ッ
ト
予

約
し
て
い
た
の
で
、
１
０

０
円
割
引
が
適
用
さ
れ
、

運
賃
は
１
８
９
０
円
。〝
し

ぶ
ち
ん
旅
行
〞
の
た
め
自

由
席
を
選
ん
だ
。

トラックを積んだ船から眺める
神戸の街

　

記
者
は
３
月
、
香
川
県

善
通
寺
市
へ
出
張
し
た
。

夜
の
８
時
ま
で
に
目
的
地

へ
到
着
す
れ
ば
よ
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
せ
っ
か
く

（
つ
づ
く
）

　

八
尾
の
歌
姫
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
（
48
）

＝
写
真
＝
が
慰
問
コ
ン
サ
ー
ト
を
始
め
る
準

備
を
し
て
い
る
。
懐
か
し
い
昭
和
歌
謡
や

ジ
ャ
ズ
を
聞
く
と
、
高
齢
者
は
元
気
に
な

る
。
青
春
時
代
に
親
し
ん
だ
歌
は
脳
を
活
性

化
し
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
。
音
楽

版
回
想
法
だ
。

クラウドファンディングで

自分史作り自分史作りに挑戦

Instagram Facebook LINE

前
に
は
に
ぎ
や
か
に
出
店

が
集
う
。

（
池
内
文
藏
）

悠
久
の
時
間
を
満
喫
す
る

〝
し
ぶ
ち
ん
旅
行
〞

東
大
阪
新
聞
記
者
　
中
野
善
典１


